
2024年 土10 19月 日

お申込み
お問合せ

日 時

時 間

場 所

対 象

社協基本要項改定から
これからの地域福祉の
理論と実践を考える
本セミナーは、基本要項第1次案の論点を明らかにしたうえで、地域福祉の理論と
実践の観点から、その課題を明らかにすることを目的に開催します。

社協基本要項改定から
これからの地域福祉の
理論と実践を考える
本セミナーは、基本要項第1次案の論点を明らかにしたうえで、地域福祉の理論と
実践の観点から、その課題を明らかにすることを目的に開催します。

近畿地域福祉学会研究助成セミナー
参加
無料

住所：大阪市西成区出城2－5－20

大阪市社会福祉研修・情報センター  4階 会議室

【主催】基本要項改定とこれからの地域福祉を考える研究会（地域福祉学会員）

どなたも
歓迎

事前
申込制

定員

80名

研究者
社協役職員等

【協力】関西社協コミュニティワーカー協会　【後援】近畿地域福祉学会

https://forms.gle/vrpyf56y5feeHRm4A

▼下記URLまたはQRコードより 10月10日までにお申込みください。

▼ご不明点等ございましたら、下記アドレス宛メールにてお問合せください。

kansaishakyo@gmail.com

13:00～16:30

《会場アクセス》

■ JR環状線・大和路線「今宮」駅
　　　　　　　　　　　　から徒歩約10分
■ 大阪メトロ四つ橋線「花圓町」駅
　　　　　　　　　　　　から徒歩約15分
■ 大阪メトロ御堂筋線・四つ橋線「大国町」駅
　　　　　　　　　　　　から徒歩約15分

日本地域福祉学会会員、社会福祉協議会役職員 等

https://forms.gle/vrpyf56y5feeHRm4A


目的
　本セミナーは現在検討が進められている「基本要項2025」第一次案の論点を明らかに
したうえで、次の2点について協議することを目的として、社協実践者と研究者がともに
議論する第1歩の場となることを目指して開催します。

社協が何にこだわり実践を進めることが、地域福祉の未来につながるのかを明らかにする。1.
社協内だけの議論にせず、地域福祉の理論と実践の観点からその課題を明らかにする。2.

背景
今回の改正提案は、「包括的な支援体制」という地域福祉の政策化に対応した社協像を規定す
る要項改定であることは自明といえます。
社会福祉8法改正に対応した新基本要項改定以降、在宅福祉の推進、計画化、社会福祉基礎構
造改革を経て、地域福祉の主流化、地域福祉の政策化を受けたこの30年間で社協はどのように
変化し、いま地域福祉の何を担うのかについて、地域福祉理論の立場からの分析が必要です。
また、基本要項は社協自身による方向を定めたものですが、それを読むのは社協関係者だけで
なく、行政、社会福祉法人、NPO等の地域福祉関係者が周囲から社協を規定するという影響
が大きいといえます。このため、地域福祉の中核的実践を担う社協の基本要項は、社協自身の
方向性を規定するだけでなく、地域福祉の考え方、あり方にも大きな影響を及ぼすことになる
でしょう。
本セミナーは以上の問題意識を踏まえて、地域福祉の実践と理論、社協実践者と研究者の双方
からこの問題に対して意見を交わし、地域福祉の未来を展望するものです。

【発題1】基本要項を地域福祉史から読み解く
［日本福祉大学 名誉教授　永岡 正己］

【発題2】地域福祉理論からみた基本要項の課題
［武庫川女子大学 教授　松端 克文］

【発題3】基本要項第一次案の論点整理と研究会からの問題提起
［兵庫県社会福祉協議会 福祉事業部長／研究会メンバー　荻田 藍子］

【対談】住民主体と福祉自治をめざす地域福祉実践の蓄積と展望
　対談者：阪南市社会福祉協議会 事務局次長／研究会メンバー　猪俣 健一
　　　　　淡路市社会福祉協議会 事務局次長／研究会メンバー　岩城 和志
　進行役：関西学院大学 教授／研究会メンバー　藤井 博志

【会場参加者の飛び込みトーク】
　進行役：奈良県社会福祉協議会 地域福祉課長／研究会メンバー　岡本 晴子

【登壇者からの総括コメント／まとめ】

当日資料を
10月16日(水)17時までに
下記リンク先へ掲載します。
セミナー当日は各自でご持参

をお願いします。

こちら
ダウンロードは

■ 開催の目的と背景■ 開催の目的と背景

■ プログラム■ プログラム
※本セミナーは、近畿地域福祉学会2024年度研究会助成を得て開催します。

※敬称略、「基本要項改定とこれからの地域福祉を考える研究会」は「研究会」と表記しています。

「基本要項改定とこれからの地域福祉を考える研究会」（近畿地域福祉学会2024年度研究助成）
　　基本要項改定の論点を明らかにし、これからの地域福祉の理論と実践を考えるために立ち上げた地域福祉学会員有志による研究会です。 
　

　〈研究会メンバー〉
　　猪俣 健一（阪南市社協）、岩城 和志（淡路市社協）、岡本 晴子（奈良県社協）、荻田 藍子（兵庫県社協）、高橋 俊行（兵庫県社協）、
　　細井 清花（兵庫県社協）、藤井 博志（関西学院大学）

★セミナー終了後、天王寺駅周辺で懇親会を予定しています。参加申込みとあわせてご回答ください。

https://drive.google.com/drive/folders/1YwtYKyCPBR9pchE9u4etA6Bx3TYuragP?usp=sharing

